


































































































































































































勢申請」と信濃方面へ 援軍の要請がなされているが （ ［史料Ｅ］
（９）
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り、 を呼びすてにいているが、同時に 信長公ノ御ソバニテ果候衆」 、 「当分信長公ノ御ソバニハ シか〴〵人無之故」と「公」の尊称を用いている。この時、信長の連枝衆信忠・信孝兄弟と信澄には 「殿」 をつけている
）（（
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（２）拙稿「戦争被害者のメッセージ―小丸城出土瓦を読む―」 （ 『北陸 戦国
時代と一揆』高志書院、二〇一二年） 。
（３） 『上越市史』通史編２中世、 四五二頁。以下、 『上越』通と略す。 『新潟県史
通史編２中世、六四四頁。
（４） 『上越市史』別編２上杉氏文書集二 二三一一号。以下、 『上越』と略す。（５） 『上越』二三一二号。（６） 『上越』二三一六号。（７） 『上越』二二九七号、長井昌秀については、丸島和洋『戦国大名武田氏の
権力構造』 （思文閣出版、 二〇一一年） 六七頁註 （
52） 参照。天正八年 （一五八〇）










10） 『信長公記』巻一五、 『当代記』 。
（
11） 『上杉家文書（大日本古文書） 』七五二・七五三・七五四・七五五号、 『別本歴代古案』四一一・四三九・四四〇・四四八号。
（








































（２）拙稿「戦争被害者のメッセージ―小丸城出土瓦を読む―」 （ 『北陸 戦国
時代と一揆』高志書院、二〇一二年） 。
（３） 『上越市史』通史編２中世、 四五二頁。以下、 『上越』通と略す。 『新潟県史
通史編２中世、六四四頁。
（４） 『上越市史』別編２上杉氏文書集二 二三一一号。以下、 『上越』と略す。（５） 『上越』二三一二号。（６） 『上越』二三一六号。（７） 『上越』二二九七号、長井昌秀については、丸島和洋『戦国大名武田氏の
権力構造』 （思文閣出版、 二〇一一年） 六七頁註 （
52） 参照。天正八年 （一五八〇）










10） 『信長公記』巻一五、 『当代記』 。
（
11） 『上杉家文書（大日本古文書） 』七五二・七五三・七五四・七五五号、 『別本歴代古案』四一一・四三九・四四〇・四四八号。
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20） 『和歌山市史』第四巻戦国三二〇号、 以下、 『和歌山』と略す。 『信長文書』九三九号、 『多聞院日記』天正九年八月一九日条、 「享禄以来年代記」 （ 『続群書類従』二九下、 『信長公記』巻一四、 『当代記』 。
（
21） 『高野山文書』 （大日本古文書）六巻一一六八 『高野山』 （大）と略す。 『高野山文書』 （金剛峯寺編）七巻三九四 三九六・三九七号、以下、




ど織田氏との友好関係を維持していた。 （ 「鷺森日記」 天正九年十二月十八日・十二月二十四日条『真宗史料集成』三）したがって、高野山の要請に応じた形跡はない。
（
22） 『信長文書』九六二号、 『高野山』 （金）六巻「松岡家文書」三七九号。
（
23） 『信長公記』巻一五、 『信長文書』九六七号、池上裕子『織田信長』 （吉川弘文館、二〇一二年） 〇二頁。岩倉哲夫氏は、高野山攻めは、当時の数ある信長の作戦の つにすぎなかったが、高野山側にとっては深刻な事態として受けとめられていたと指摘している（岩倉哲夫「織田信長の高野山攻め」 『南紀徳川氏研究』第七号、二〇〇一年） 。
（
24） 『高野山』 （金）六巻「松岡家 」三七九 。
（












31） 『信長文書』八九七号、 『高野山 （大）二巻三三二号。
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38） 「鷺森日記」天正十年五月十五日条、この日の記述では、 「徳川」 ・ 「徳川殿」と両様ある。同 五 一 二十九日・六 一日・六月二日、天正十一年二月条。
（
39） 「鷺森日記」 天正十一年閏 月十八日・閏正月二十五日・閏正月 十六日条、






















38） 「鷺森日記」天正十年五月十五日条、この日の記述では、 「徳川」 ・ 「徳川殿」と両様ある。同 五 一 二十九日・六 一日・六月二日、天正十一年二月条。
（
39） 「鷺森日記」 天正十一年閏 月十八日・閏正月二十五日・閏正月 十六日条、
「貝塚御座所日記」 （ 『真宗史料集成』三）天正十二年三月八日、 三月二十二日・十一月、天正十三年二月二十二日・二月二十 日 二 六 四 十七日・七月・八 条。
（
40） 『高野山』 （金）七巻三九一号。
　
『??????』（?????????）
